
任せる勇気、育てる仕組み

～看護補助者と特定行為看護師の新しい活用～

看護補助者や特定行為看護師の活用を通して、

それぞれが専門性を発揮できるチームづくりを行っている

病院の実践をお届けします。

CASE PRESENTATIONS

2つの病院から、実践を共有

01
医療法人晋真会

ベリタス病院

センター長 平山 亜矢子 氏

02
社会医療法人渡邊高記念会

医療人材開発センター

看護部長 岡村 千絵 氏

開催概要 2026.12.03 木 ｜ 14:00–16:00

会場 兵庫県看護協会会館 研修室3

対象 看護管理者をはじめ特定行為看護師や看護補助者の育成・活用
(タスクシフト・シェア)に関わる看護職 60名

兵庫県看護協会「研修申し込みサイト(manaable）研修番号 No.077」より
お申込みください

申込

11月18日(水)締切

公益社団法人兵庫県看護協会
兵庫県ナースセンター

〒650‐0011
神戸市中央区下山手通5丁目6番24号
TEL 078‐341-0240

受講費
無料

特定行為看護師をどう活かす？
ー育成から現場での活用までー

それぞれが一歩踏み出すまでのヒント

看護補助者との協働をすすめるために
ー業務の押し合いから、看護チームとしての変革へー
タスク・シフト/シェアの実践と働きやすい環境づくり

03 グループワーク

勤務環境改善推進委員会研修
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